
今後の課題 

 今回､マルチメディア方式によって聴覚障害児の補聴器および補聴器を通した音声のシ

ミュレーションビデオ教材を開発した。しかしながら、資料における調査研究でもみられ

たように、聴覚障害の疑似体験及び聴覚障害理解の授業は音声のシミュレーションに留ま

らず、聴覚障害児とのコミュニケーションについても教材を考えていく必要がある。これ

には、コミュニケーションにおいて、伝わりにくさ、情報のつかみにくさが含まれてくる

ものと思われる。さらには、今回、開発したビデオにおけるきこえのシミュレーションに

ついては聴覚障害児の一例にすぎず、すべての聴覚障害児がこのようにきこえるとは限ら

ない。聴覚障害理解の授業において、このビデオを利用する場合には、このことについて

徹底しておく必要がある。 
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